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V. 特記事項 

 

教育の質保証のための本学独自の取組み 

 

1．コマシラバス 

本学では、教育の質保証を実現するための基盤として「コマシラバス」が用いられてい

る。コマシラバスには、他大学のシラバスと比較して各授業回の内容が詳細に記述されて

いるだけでなく、本学のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーが適切に反映さ

れ、さらには、学修成果を測るための指標も明確に示されている。 

各科目のコマシラバスの最上部には「ディプロマ・ポリシーとの関係」「カリキュラム・

ポリシーとの関係」という項目が置かれ、各科目の内容がそれぞれのポリシーの中のどの

部分と対応しているのかが確認できるようになっており、学部長・学科長がチェック欄に

チェックを入れることになっている。また、コマシラバスの記載内容や字数制限などにつ

いてのチェック項目が教学マネジメント委員会で決定され、全ての学部の全ての科目につ

いてそのチェック項目に基づいてシラバス委員会と教学委員会がチェックを行っている。

期末試験時にはシラバスアンケートが行われ、それらのアンケートには、科目担当者がシ

ラバスに基づいて授業を行ったかどうかを学生が評価する項目が設けられている。シラバ

スアンケートの集計結果は各学科、そして教学マネジメント委員会において検討され、点

数の低い科目担当者に対しては改善が要求される。 

また、コマシラバスの下部には、学修者が獲得すべき知識、スキル、態度などを示した

「履修判定指標」が設けてあり、各項目に配点が付されている。期末試験はこの配点どお

りに出題され、試験の各項目の得点がその学生の学修成果となる。期末試験の点数はポー

タルサイトに入力され、その入力データを教務課が集計し、平均点と標準偏差などが算出

される。集計結果については各学科、さらに教学マネジメント委員会で検討され、その評

価結果が各授業の改善に利用されている。 

 

2．「manaba」を用いた小テストの全授業回での実施 

 令和 3（2021）年度後期から、全ての学部の授業のプラットフォームとして授業支援シ

ステム「manaba」が採用されている。今後、出席管理、資料配付などが「manaba」を通し

て行われることとなっているが、先行的な試みとして、令和 3（2021）年度後期からは全

ての学部の全ての科目の全ての授業回で「manaba」を用いた小テストが行われ、各回に 5

問以上出題することが義務化されている（令和 4（2022）年 4 月からは、難易度にランク

付けをして出題することも義務化された。）。小テストの結果は成績評価には加味されない

が、問題ごとの正答率などが即時に集計されるため、これを残りの回の授業改善に役立て

ることができる。 

 

 

 

 

 


